D第３分科会「里山と緑」.doc


趣　旨

「水と緑」　水と緑の風景には、人間の永い生活史と沸き上がる豊かな知恵が込められています。水と緑のまちづくりが叫ばれるのは、人間社会の心が灰色であるためだと言われています。灰色のまち、灰色の心、その中でこそ“水と緑”が光り輝くのです。人々が“水と緑”を求めて止まない理由がそこにあります。

「里山をいかす」　都市近郊や集落周辺にある里山は、かつてはその地域に住む人々によって、木々は薪や炭、あるいは日用雑貨や工芸品の材料として、落ち葉は有機肥料として活用されるなど、人々の生活と密接に結びついて利用されてきました。しかし、高度経済成長期以降は放置され、ゴルフ場など各種の開発対象ともなってきました。現在、全国各地でため池や雑木林などの里山風景を住民が手入れし保全することによって豊かな生活環境づくりを実現するまちづくりが行われています。本分科会では、広汎な事例発表によって、“水と緑”をキーワードとした都市と中山間地域を結ぶ地域間の交流を図りました。


■パネラー

●石田芳弘／犬山市長

●桑島孝充／愛知県環境部自然環境保全室室長補佐

●伊井野雄二／「エコリゾート赤目の森」支配人

●小池敦夫／名古屋市農政緑地局管理部主査

●西川孝幸／朝倉川育水フォーラム事務局長

· 総括コメンテーター
●林　　進／岐阜大学農学部教授・雑木林研究会会長

· コーディネーター

●岡村  穣／名古屋市立大学芸術工学部助教授、雑木林研究会

■タイムテーブル

13：30   開会と趣旨説明

13：35   事例報告と質疑

15：30   休憩

15：45   総括コメント／総括質疑

17：00   閉会

事例報告

石田芳広

「里山の魅力」

  自分の生まれた古里に一番貢献できる職業は政治家ではないかと一念発起した次第で、一人一人が考え方の違う中で、意見の交流を勧め、方向づけや価値観について提案している。

  先般、共同通信社が全国の自治体を対象に「一番元気のある自治体」はどこかというアンケート調査を行った。その際に、「掛川市」と回答したが、その後の集計結果では、東日本の横綱が「掛川市」で、西日本の横綱が「宮崎県の綾町」とでておりました。掛川市の市長は森林組合の理事長をされていた方で、もう一方の宮崎県綾町の町長は農協の組合長をされておられた。どちらも「里山」をまちづくりのメインにされておられる自治体で、元気なまちの代表になっておられる。農協や森林組合の出身者が「里山」をテーマに「元気で良いまち」を作り上げていることは、これからのまちづくりの大きなヒントになるように思われる。

  過疎化に対して施設や道路の整備で活性化を図る自治体が多い中で、綾町では「温故知古」といって、徹底的に合理化を拒んで全て自分達で作っている。また、照葉樹林の奥深くにつり橋があって、有料・大型バス禁止にもかかわらず、大勢の人がやってきて、とにかく儲かる。民宿・グリーンツーリズム等、自然を大切にすることによって、その町の経済が活性化している。自然と経済は矛盾しない。綾町は自然を種に経済効果を上げており、そんな自治体が元気があり・人気があるという時代になってきたようである。

  一方、「こんな町にはなりたくない」というのもある。それは東京都の三鷹市。友人が市長を務めておりますが、「福祉の充実・透明性」ということで日本で一番開かれた自治体との評判の高い町です。しかし、武蔵野の雑木林を全て住宅地にして、住民は東京で働いて夜に寝に帰るだけの町になってしまっているように思われる。

  司馬遼太郎の「この国のかたち」という著書がある。山水風光というか風土や自然が創り出す「その町のかたち」というものがあるように思っている。犬山市は、木曽川が造った自然のロケーションと人材に恵まれている。野鳥が多く、オオタカやハヤブサ等の猛禽類もいる。自然派と開発派の対立の中で、人が大事か動物が大事かというような議論があるが、まちづくりには、人々の「やすらぎ」が達成される自然環境を保全していくことが大切なのではないかと考えている

桑島孝充

「里山保全の人づくり－愛知県知多郡美浜町－」

  平成６年の環境基本計画から「自然との共生」が謳われるようになり、従来はすぐれた景観や自然環境のみを保全してきたが、現在は、どこの総合計画でも「里山の保全」という言葉が出るようになってきた。里山は地域の人々と密接な関係があり、行政が全てを保全するのではなくて、地元の人々・行政・企業が手を取り合ったボランティアによって保全されることが望ましいと考えている。

  愛知県では、環境教育を兼ねた市民参加型の「里山保全事業」を指導者養成講座としてモデル的に、知多郡美浜町の名古屋鉄道の所有地30haを、宝飯郡御津町の団地の緑地計画地をそれぞれ無償で借りて行っている。里山保全事業は平成８年度から10年度までの３カ年計画で、全国で愛知県のみが受けている環境庁の補助事業で、８年度は植生調査、９・10年度は保全活動を行っている。講師の派遣、テキスト・プログラムの作成については外部委託で対応しており、低学年用の親子里山探検会では自然とのふれあいを、高学年用の里山少年保全隊（里ちゃんクラブ）では身近な自然管理を、大人用の里山保全アドバイザー養成講座ではリーダー養成を目的として行っている。

各地区に地元自治体、自然観察指導員、学識者、地元の区長・副区長などが集まった里山推進委員会を作り、事業の企画及び実行を行っており、将来は「自然との共生を進める町づくり委員会」へと発展してもらいたいと考えている。以下はその活動事例の紹介です。

  第１回の親子里山探検会は知多郡美浜町で行った。その時は町長も来てくれ、地元と一体となってやらないと、うまくいかないことを実感できた。探検は、集合場所の美浜町体育館から３０分程歩いた、昭和３０年代頃から手が入ってなく竹が侵入している場所。昼休みには、子ども達と木の実を使った遊びや工作、竹の水鉄砲で遊び、竹の切り方も説明した。子ども達は、どんなことにも興味を持って遊びに変えてしまう。

  里ちゃんクラブも好評で、隊員手帳の中に色々説明がされており、女性のリーダーが頑張ってくれている。目隠しをして木に触って、どんな感じがしたかを発表しあったり、切った廃材を利用して名札づくりをしたりして楽しんだ。

  里山保全アドバイザー養成講座では、募集定員を大きく上回る６０名が参加しました。いろんな立場の人が参加された。活動は植生調査からはじまり、結果の図化、間伐計画の立案、グループ毎に林の手入れ法についての合意形成、活動内容の発表、計画に基づいた現場での議論、手入れ前後の照度調査などを行った。また、取ってきた材料を使った工作やつる細工、バンブーホルンも作って吹いた。

  県の事業は３年で終わるが、指導者養成については今後も支援していき、モデル事業も借地交渉を続け、里山保全活動の普及に努めて行きたいと考えている。

伊井野雄二

「里山に学び生きる」

  自分が住んでいる場所をどのように作っていくのかを考えながら、ゴルフ場等の大規模開発と対峙して10年になる。200haの二次林に「エコリゾート赤目の森」を建て、支配人をやっている。「ゴルフ場の後に産廃がやってくる」と言われる通りの開発計画があり、「赤目の里山を育てる会」を発足し、ナショナルトラストの手法で資金を集め、土地を買い取ることにした。200haの土地に400名の地権者がおり、350人以上が買い取りに賛成で、50人位がどちらでもよいという状況であった。無用な対立を避けるためには土地の権利関係を確認することも重要で、法務局で台帳を閲覧すると1件300円、上手に見る必要がある。名張市周辺では10ha

未満の山林を所有する地権者が98%を占めており、森林組合の組織率も10～20%で、80%の地主には緑の保全に対する施策も啓蒙もなされていないのが現状である。鳥・川・木材・人々、公益的なエリアをどのように守り育てて行くのか、経済システムを里山にどのように育てるのか、課題が山積していた。

  まず、「公道を頼りに200haを守る」ということで、里山に入る里道を活用した「里山の散歩道」づくりを行った。毎年数回の草刈を行い、果樹園や遊園地を作り、里道を血管のように利用することによって、人・情報・物を里山へ入れることが里山を守ることになると考え実行した。次に、休耕湿地田に池を掘った場所を拠点に、日本野鳥の会や名張市から助成を受けて、総ヒノキ造りの建物や観察トレイルを造った。

ビオトープをつくると、マツモムシやタイコウチ等の水生昆虫やオオルリ等の野鳥が確実に増えて、間伐をすると、ササユリが見事によみがえることが実証された。

  一般市民としても「里山を知る」ことは大切である。「山にどのように人をいれるのか？」。日本の自然環境を守ってきた「萌芽更新」の技術を促進したいが、従来型のシイタケ・炭焼きでは人を呼べない。いくつかの問題に直面しながら、そのヒントは「学校林」にあった。

近くの赤目小学校の児童が野外授業として里山に取り組み、人工物の何もない場所で1日を過ごし、皆が良い顔をして帰って行くことができた。

そして、同じ人間が同じ場所に季節を変えて何度もやってくる。そうすると自然に対する見方が随分と違ってくるようだ。川は危ないからとプールが建設される以前、かつての日本では、夏休みになると毎日、午後1時半になると川に行った。村をあげて川に行った。毎日川に行っても、全然飽きなかった。山・空気・魚・水・空を見て、日本人のアイデンティティを作ってきたような気がする。全国の自治体が里山委員会を作って、小学校単位で学校林を持てば、数百万haの里山が管理できると思う。

　リゾートとは、フランス語では農村民宿をいい、しばしば訪れて休息し、心と体を癒す場所であると言われている。毎日同じ場所へ行って自然を見れば、日本人の感性も変って行くのではないか。今後は、多くの人々が訪れる自然体験の場所づくりを目指すためにＮＰＯの申請を行い、補助金に頼ることなく、自分達の力で里山を育てて行きたい。

小池敦夫

「市民でつくる雑木林公園」

　名古屋市の地形は東高西低で、東部の丘陵地域には樹林地が残っている。天白区の相生山緑地は123.4haあり、昭和15年に都市計画決定された公園・緑地であり、周辺には数十万の住民が住んでおり身近で貴重な緑地となっている。名古屋市のオアシスの森づくり事業の最初のモデル事業として相生山緑地の北部の20～25haの樹林地を対象とした。「ゴミの不法投棄」と「竹林の竹薮化」が表面的な問題として取り上げられているが、人々との関係が断ち切られた緑地の問題が根底に潜んでいる。緑地の中には、踏み分け道が縦横に走っており、尾根筋には色々なツツジが咲いて、管理された気持ちの良い竹林や水の流れ、農地もあり、多様な環境条件が揃っているのが特徴であるが、周辺の住民にはほとんど知られていなかった。

　＜用地づくり＞

オアシスの森事業の対象地のほとんどが民有地で、事業対象となる20haに80名の地権者がいる。本来ならば都市計画事業で用地買収しなければならないが、無償で借地をすることになった。地方税法には、公共機関に貸した場合は都市計画税と固定資産税が免除されるという特典があり、相続等の緊急の場合は買い取ることで対応することとなった。

説明会の後から交渉を始めて2年目で98%が借用でき、先行取得地も含めてノーコンクリートで最小限の整備を行った。

　＜人づくり＞

相生山緑地は、自然観察会が月に1回定期的に使っていただけで、整備に関しては市民の主体的な参加協力が不可欠であった。そこで、平成8年3月からイベント的に柴刈り大会を行い、「右手にノコ、左手にビール。キズと弁当とビールは自分持ち」を合言葉に、植生調査や間伐・萌芽更新を行った。また、天白区の生涯学習センターで「雑木林インストラクター養成講座」を2年間行い、市民ボランティアの掘り起こしと育成に努めた。間伐作業はみるみるうちに森が明るくなり、特に竹薮の除伐は爽快である。切り枝もゼロエミッションを目指して、チップ舗装・ビートルアパートづくりに活用した。その他、モグラの穴やネ

ズミの調査、畑ではドングリの苗づくりや麦・そば・いもも育てた。トンボ池づくりでは、昔の池を復元したり、粘土でたたいて雨水を貯めたり。市民参加は、色んな人がおり、色んな考え方があって、色んな楽しみ方で楽しめることが最高である。

　これまで3年間やってきたが、継続は力になる。役所がやるとどうしても動員になってしまう。市民参加の活動は、主体性を尊重しマイペースを貫くことによって楽しさが生まれ、ストレスの発散にもなり、再度・再々度と参加してみたくなることが特徴である。そのためには、全体をそれとなくリードしていく専門家集団・仕掛人・コーディネーターの存在の重要性が認められた。

　相生山緑地オアシスの森づくり事業は、人も森も生き返るという都市における人と自然との関わりを通して、新しい公園緑地のあり方を提案出来たのではないかと考えている。

西川孝幸

「ホタルの飛び交う人里づくり」

　

　愛知県の豊橋で「川にホタルを戻そう」という活動を行っている。平成7年に育水フォーラムを結成し、青年会議所の職員をやりつつ、半分仕事、半分ボランティアというスタンスで関わっている。

　水源～上流～中流と、川は全体で捉えないといけないと日頃から感じている。水源の確保（安定的に良い水を流す）、河辺の樹木の植栽（回廊となったビオトープ）、多自然型の護岸（土と木と石）、ゴミを捨てない、汚水を流さない、等の理解と実行が不可欠である。このような趣旨から育水フォーラムでは、市民と企業にも参加してもらい、川を保全するための総合的な取り組みを行うことになった。現在、個人会員が650人、企業・団体の会員が150あり、NPOの法人化も予定している。

　ホタルの生育には、餌となるカワニナがいることが条件であることはよく知られているが、成虫にとって身を隠すことの出来る木や卵を生むためのコケも必要である。

また、4月に上陸して蛹化するためには、水分を含んだ植物のある土がないといけない。このような環境づくりを進めることによって、ホタルにも人にも良い環境が育成されていくと信じている。

＜水源の確保＞

水源の山は国有林であり、里山づくり事業が進められている。県道から捨てられたゴミ拾いから始め、初回は10t分位回収した。その後、毎月1回、草や笹の下草刈り・間伐を繰り返し、人が入れる状態を作り出している。現在は、チェーンソーも持ち込んで作業を進めているが、営林署も好き勝手にやらせてくれるので随分助かる。時には、子ども達にも参加してもらい、沢に梯子を渡したりしている。作業は育水フォーラムと地元の青年会議所の共同で楽しく行っており、リピーターモ増えてきたようである。また、「里山づくりを楽しむ会」も結成されている。また、畜産をやっていた場所を借りて、水利権のある小川を利用したビオトープづくり・ホタルの幼虫の放流を繰り返している。月1回のグラウンドワーク的作業であるが、基本的構造は重機で造り、あとは人力で整備を進めている。借地が宅地登録されており、年間50万円位の固定資産税を支払わなければならず、都市緑地化で免税となることを目指している。地元の中学校が積極的に参加してくれる。

＜植樹大会＞

河川法の改正で、堤防の川側にも植樹ができるようになり、愛知県河川課の事業で行っている。県は潜在自然植生の常緑広葉樹を植えたがり、地元では多様性や季節感がある落葉広葉樹を植えて豊川水系と繋げたいと考えて、それぞれ好きな樹種を植えている。

＜ゴミ０大会＞年1回行っており、昨年は1,500人が参加して自転車38台・ゴミ50tを、今年は2,200人参加で自転車14台等が回収された。

　子ども達や企業にも参加してもらい、やるべきことを一歩一歩行っている。今後は、地域住民を取り込んだ活動に発展させることが重要であると考えている

分科会３　総括コメント
林   進

「生活環境と里山の役割」

　国木田独歩や徳富蘇峯が初めて「雑木林」という言葉を使い始めた。今日では、環境悪化の補償やゴミの減量問題も、雑木林と無関係ではない問題であることが分かってきた。先の5人のパネラーのお話しを以下の8箇の視点を通してコメントしてみたい。

1　枠組を考える

　近年、ゴミの減量が重要となってきた。ゴミの処分は行政の問題で我々とは関係ない・ゴミ処分場建設反対ということだけでは済まなくなってきている。自分の問題としてゴミをどのように扱うのかを市民が考えて行動していかなければならない時代になってきた。悪化した環境を改善するために莫大な費用がかかること、地球規模の環境問題を考えた個人の取り組みが不可欠であることを認識することが、水と緑の豊かなまちづくりの枠組を考えることになる。

2　私の雑木林

　私の城下町とゴロ合わせしたとか、「私と雑木林」の間違いという問題ではない。私の中にある他人事ではない世界が雑木林であるという意味で、人がはまる世界・自分のレベルで考えられる世界として雑木林が存在することを知る必要がある。雑木林管理と林業支援とは異なるもので、自分が住まうまちづくりとの関連で市民参加の雑木林管理を捉えてもらいたい。

３　切って育てる

　目的はファジーでも良いが、プロセスが大切である。「何を守る」ではなくて「どのように守る」を意識しておかないと、「守る」ことが「放置」になってしまう。「育てる」ことに重点が置かれれば、健全な森づくりの姿が見えてくる。美濃・尾張地方は、全国で最も活用された里山地帯であったことを全国に発信すべきである。

４　WISE USE

　自然に対する保護の呪縛から解放されるべきである。わが国では「WISE USE」を保護と言い替えてしまった。厳格に保護されている自然がある反面、人との関わりの深い里山地域は、保全すべき自然から外され開発の対象となっている。「景観10年、風景100年、風土1000年」と言われているが、里山を町の風景としてどのように取り入れていくのかを議論すべきである。

５　土地利用の充実

　わが国では土地所有の議論は行われるが、土地は利用して本来の機能を発揮させることに意味がある。規格に合わない場所を囲っておいて、安全で立入禁止の空地のばかりが多いまちづくりでは意味がない。里山を生かしたまちづくりは、効率の良い工場型の生産社会ではなく、食・住・資源・人のことを考えた、他所にはない独創的な工房型社会であるべきで、色んな物やシステムを自分で作り出したり改善するという楽しさのある「場」づくりが求められている。

６　生物の発想

　生物それぞれの時間があるように、多様性に配慮したまちづくりが求められる。

７　市民としての専門家集団の活用

　行政との対立では、行政も市民も成熟できない。市民の意見の多様性を市民の間で調整できる技術と知恵が必要である。柔軟に対応して合意を形成できる市民参加型の技術システムづくりが求められている。

８　節度の発想

　規制よりもガイドラインの発想で対応する必要があるのではないか。

第３分科会


「水と緑。里山をいかす」








